回　覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年度 学術部発○号
（一社）岐阜県臨床検査技師会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　会　　長　 　浅野　敦　＜公印略＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　学術部　　 　渡邊 宜典　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　○○○○部門長　　 ○○　○○
　令和３年度　岐臨技研修会のご案内
＜××××部門研修会＞

日　時　：　令和３年XX月XX日（Ｘ）　XX：XX ～ XX：XX　

場　所　：　ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ　ＸＸＸＸＸＸＸＸ
内　容　：　「ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ」
　　　　　　　講師：ＸＸＸＸＸ病院　　技師長　　ＸＸ　ＸＸ　先生

　　　　　　「ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ」
　　　　　　　講師：ＸＸＸＸＸＸ　ＸＸＸ　ＸＸ　ＸＸ　先生
駐車場　：　ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸをご利用下さい。

· 駐車料金：X時間までXXX円、それ以降XX分ごとにXXX円

参加費　：　岐臨技会員は無料です。県外技師会・日臨技のみの会員は300 円、非会員は2,000円を資料代として徴収し領収書を発行します。
　　　　　　

この研修会は日臨技生涯教育制度に事前登録したもので、研修会参加者にはＸＸ教科（XX点）として認定されます。研修会参加者は会員カ－ドをご持参下さい。

連絡先　ＸＸＸＸＸ病院　ＸＸ科　ＸＸ　ＸＸ(XXXXXX)
　TEL XXXX-XX-XXXX
＊＊　外部講師における講演依頼の目的と講師略歴　＊＊
外部講師における講演研修会の目的
招聘した講師の、どんなところが良くて招聘したのか、どのあたりが優れた講師なのかを、部門長さん自身の言葉で、部門以外の人にもわかりやすい、やさしい言葉で、熱く！語っていただきたいと思います。

（文章見本）今回、MT誌に詳細な解説冷えを記述された三井記念病院・矢野正生先生をお呼びしました。また、近年髄液細胞、体腔液細胞が血球分析装置での測定が増加の傾向がみられますので装置による分析とマニュアル法についての鵠演を企画しました。まだ標準化されていない体腔液（腹水・胸水）細胞数算定と関節液細胞数算定について詳細なデータと症例を含めて報告していただき、施設間での測定方法、親告株式が異なる現状から標準的測定方法を検証し、より有効な臨床情報となる方法を考えていきたいと思います。多数ご参加ください。

講演略歴
○○　○○ (Abcdefg　 Hijklmn) 教授

略歴 

分かればという程度で、必須ではありません。
各部門長さんへ　予算書作成のための情報提供
部門別研修会の予算書は各部門長さんが作成します。作成に当たり以下のデータ入力をお願いします。案内（Word）・予算書(Excel)の作成をお願いします。最終確認は学術カレンダーでの確認となります。
１．参加人数　　　　　　　名　(人数は予定で結構です)

２．講師料（外部講師）　　　　　　　　　　円　(金額は税別で結構です)

    交通費（外部講師）　　　　　　　　　　円　(金額は税別で結構です)

【交通機関　内訳】
　岐臨技交通費規定でよければ以下の情報を記載下さい　　記入例「●」
「　」：　自家用車　（高速料金を含む）

「　」：　JR・バス

「　」：　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

平成26年１月より

外部講師は支払い金額（講師料＋交通費）＋源泉税の支払いとなりますので

支払い金額と額面とは異なります。源泉税金額は会計で計算します
以下の情報を記載して報告して下さい。

外部講師　氏名：

外部講師　所属：

〒番号　施設住所：

〒番号　自宅住所：

------------------------------------------------------------------------------------------------------
　　日　当（会員講師）　　　　　1,000　　 円　(金額は税別で結構です)

　　交通費　　　　　　　　　　　　　　　　円　(金額は税別で結構です)

　会員講師は税金の調整はありませんので、額面通りの金額支給となります

予算書作成時に領収書を作成しますので講師人数分の講師料・交通費の報告をお願いします

３．その他の収入・支出・連絡事項があれば記載して下さい
